
至誠館大学

科目名 日本語Ⅱ コード

英語表記 Japanese LanguageⅡ

担当教員名 藤本　陽子・京　祥太郎 年度 平成28年度

基準年次 1年次 開講期 後期 単位数 1

授業形態 演習 授業形式 履修形態 必修（留学生）

授業概要

日本語の基礎を構造体系的に理解することを目指す。音声言語上及び文法上の日本語固有の特質を理解する。

到達目標

文型練習を通して、聞く・話す・読む・書くの各技能の実用化を図る。

授業計画

第1回 文型練習１ 〔意志、判定、否定、詠嘆〕

第2回 文型練習２ 〔推定、推量〕

第3回 文型練習３ 〔比喩、比較〕

第4回 文型練習４ 〔対比〕

第5回 文型練習５ 〔並列〕

第6回 文型練習６ 〔因果関係〕

第7回 文型練習７ 〔許可、禁止〕

第8回 文型練習８ 〔必要、不必要〕

第9回 文型練習９ 〔継起、付帯〕

第10回 文型練習１０ 〔量、範囲、単位〕

第11回 文型練習１１ 〔進行、反復〕

第12回 文型練習１２ 〔困難、抵抗〕

第13回 文型練習１３ 〔変化、理由〕
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第14回 文型練習１４ 〔習慣、状況〕

第15回 まとめ 発表 日本語弁論

評価方法と基準 評価項目と割合（％）

受講生へのメッセージ

授業態度、発表、レポートなどにより総合的に評価する。 出席 授業態度 レポート 期末試験 その他
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キーワード
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授業外学習 テキスト、教材

担当者ごとに指定する。 担当者ごとに指定する。

参考書


